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大篠津小学校  

～思いやりの心を育てる教育～  

 

　

　

 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　本校福祉教育の目標 

 本校教育の基本である愛労教育の実践を通して、人間尊重の精神や思いやりの心を  

育て、自主的･自発的に実践活動を行い、明るく楽しい学校や住みよい社会を築いてい 

こうとする大篠津の子を育てる。 

  委員会の取り組み①  

  　「赤い羽根共同募金」                      

　幸せ運ぼう委員会の取り組みの一環として、児童が中心となって 

企画、運営を行った。「自分の町をよくしよう」を目的に、ポスタ 

ーを作成したり校内放送で全校児童に呼びかけたりして、募金活動 

に取り組んだ。 

　委員会の取り組み②  

　　「よいところレディオ」の  

　　　　　　　　　　　取り組み  

　 す み よ い 学 校 委 員 会 の 取 り 組 み の 一 環

と し て 取 り 組 ん だ 。 全 校 児 童 が 、 友 だ ち

の 素 敵 な と こ ろ を 書 い た 用 紙 を 回 収 し 、

給 食 時 間 の 放 送 で 紹 介 し た 。 全 校 か ら 児

童 の よ い と こ ろ が た く さ ん 集 ま り 、 友 だ

ち の よ さ に 全

校 児 童 が 気 付

く こ と が で き

た 取 り 組 み に

なった。 

 

　委員会の取り組み③  

 　「花を増やそう」の取り組み  

　 幸 せ 運 ぼ う 委 員 会 の 取 り 組 み の 一 環 と

し て 、 緑 の 羽 根 募 金 の 一 部 で 、 花 の 苗 を

買 い 、 児 童 玄 関 や 職 員 玄 関 前 で 花 を 育 て 

る 活 動 を 行 っ

た 。 土 作 り 、

苗 植 え 、 水 や

り 等 を 行 い 、

積 極 的 に 取 り

組んだ。  

  「愛労あったか集会」の取り組み  

 本校では、毎年、地域の方に感謝の気持ちを表す「愛労あった 

か集会」を行っている。日頃から、学習や生活、行事等でお世 

話になっている地 域の方を招き、お礼を伝えたり、お手紙を読んだ

り、楽しいひと時 を過ごした。児童は、一連の活動を通して、地域

の方たちに見守られ、お世話になっていることに改めて気付いたり、

実感したりするこ とができた。地域に感謝し、地域の方とのつなが

りを大切にする取り組みとなった。
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　４年生　  

　　「高齢者、車いす体験」の  

　　　　　　　　　　取り組み  

　総合的な学習「福祉について調べよう」

の学 習の な かで 、手 話 や車 いす体 験、高

齢者 疑似 体 験を 行っ た 。手 話学習 は、手

話普 及コ ー ディ ネー タ ーの 方に来 校して

いた だき 、 自分 の名 前 やあ いさつ の表し

方を 教え て いた だき 、 体験 するこ とがで

きた。車いす体験、高齢者疑似体験では、

地域 包括 セ ンタ ーの 方 にお 世話に なり、

様々 な体 験 を行 った 。 児童 は、車 いすで

過ご した り 、高 齢者 が 体の 動きを 体験す

る中 で、 周 りに ある 不 便な ことに ついて

考 え る こ と が

で き た 。 体 験

活動を通して、

自 分 で き る こ

と を 考 え る こ

と が で き た 。 

　５年生　  

　　「ユニセフ募金」の取り組み  

　 総合的な学習「世界の国々について考

え よう」の中で、ユニセフ協会の方に来

校 していただき、すべての子どもたちに

衣 食住が保障され、未来への希望がもて

る 社会をめざし活動しているという話を

聞 いた。世界には、災害や紛争等により

生 命の危機にさらされている子どもたち

が いるという現実に気付き、自分たちに

で きることを考え、募金活動を行った。 

 

 

 

 

 

 　　　　　　PTA人権部「ありがとうの木」の取り組み   

  PTA人 権部の会合の際 、「子どもとの関わり を大切にしたい 。」という意見がでて 、我が

子 の よ さ や あ り が と う の 気 持 ち を 伝 え る 活 動 を 考 え た 。 そ れ が 、「 あ り が と う の 木 」 で あ

る 。「 あ り が と う の 木 」 を 学 校 に 掲 示 す る こ と で 、 児 童 が 家 族 の 思 い に 気 付 く こ と が で き

た 。 児 童 は 、 う れ し そ う に 「 あ り が と う の 木」 を 見 て いた 。 そ し て 、今 度 は 、 児童 か ら 家

族 へ の 「 あ り が と う の 木 」 に 発 展 し た 。 児 童は 、 家 族 に感 謝 の 気 持 ちを 伝 え よ うと 熱 心 に

考え、書くことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

     〈家族から子どもたちへ〉                 　〈子どもたちから家族へ〉


